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１ 結果のポイント（◇：成果、◆：課題） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（中学校：数学） 

 
 

全問題数：36 問（選択式 13 問・短答式 23 問・記述式 0 問） 
◆平均正答率 60.9（選択式 56.3・短答式 63.6）で、全国平均を下 

回っている。 
◇正答率は 27 問が全国平均を下回っている。（H27 は 29 問） 
◆すべての領域、観点で全国平均を下回っているが、観点別では昨 

年度と比べて全国平均との差が縮まっている。 
◆課題のある問題（正答率が全国平均と差が大きい問題） 
 ・分数と小数の乗法の計算ができること 

・数の集合を捉え直し、自然数や整数の意味を理解すること 
 ・平行線や多角形の性質を用いて、角の大きさを求めること 
 ・グラフを用いて変域を視覚的に捉え、変域を求めること 
 ・「同様に確からしい」ことの意味を理解し、確率を求めること 

 
 
全問題数：15 問（選択式 2 問・短答式 6 問・記述式 7 問） 
◆平均正答率 42.1（選択式 41.1・短答式 56.0・記述式 30.5）で、 

全国平均を下回っている。 
◇正答率は 13 問が全国平均を下回っている。（H27 は 15 問） 
◆無解答率は 9 問が全国平均を上回っている。（H27 は 9 問） 
◆すべての領域、観点で全国平均を下回っている。特に領域別では 
「図形」で、全国平均との差が大きい。 

◆課題のある問題（正答率が全国平均と差が大きい問題、全国的に 
課題の見られる問題） 

 ・関数関係を表す表から変化や対応の特徴を捉え、対応する値を 
  求めること 
 ・前提として必要な条件を判断し、それが適応している理由を説明すること 
 ・事柄が成り立つ理由を筋道立てて考え証明すること 
 ・付加した条件の下で、見いだした事柄を数学的に表現すること 

・資料の傾向を的確に捉えて判断し、その理由を数学的な表現を用いて説明すること 
・文字を用いて処理した結果に基づいて、問題解決の方法を説明すること 

中学校：数学Ａ（知識） 

中学校：数学Ｂ（活用） 

 
 
◆「数学の学習が好き」と回答した生徒は 52.2％（全国差－3.8）、「数学の授業の内容はよく分かる」と

回答した生徒は 61.8％（全国差－7.6）である。 
◇「記述問題で最後まで解答を書こうと努力した」と回答した生徒は 50.8％（全国差＋0.8）である。 

生徒質問紙 

県
全国

との差

60.9 -1.3 

数と式 65.3 -0.6 

図形 65.9 -1.2 
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※ グラフは全国正答率を 0.0 とし大分県平均正答率 

との差を示したもの。 
  H22、H24 は抽出調査。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 課題が見られた問題と指導改善のポイント 

 
＜数と式＞       ＜図形＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中学校：数学Ａ 

経年比較 

◆Ａ問題では、H20 以降全国平均を下回っている。 
◆Ｂ問題では、昨年より全国平均との差は縮まっ

たものの、依然として全国平均との差は大きい。 

 

県：県平均正答率、全国：全国平均正答率 

県：68.8％ 全国：74.8％ 差：－6.0 
平行線や角の性質を用いて、角の大きさを求める

ことができるかどうかをみる。 

 ∠ＡＰＢが多角形の内角や外角でも、平行線の錯

角や同位角でもないことを確認し、補助線のかき方

によって、多角形の内角の１つ、平行線の錯角や同

位角からなる角、三角形の外角などとすることがで

きることに気付く場面を設定することが大切であ

る。 
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県：60.1％ 全国：66.9％ 差：－6.8 
分数と小数の乗法の計算ができるかどうかをみる。 

 小学校 6 年生の学習内容。2.4 や 0.024 のように正

答と異なる位置に小数点を書いた生徒が 18.7％（全国

13.8％）いる。 
 小学校段階でのつまずきを把握するとともに、小テ

スト等を通して技能の定着を図る必要がある。 

県：34.2％ 全国：40.6％ 差：－6.4 
自然数の意味を理解しているかどうか

をみる。 

 0 を自然数にいれて解答している生徒

が 36.8％（全国 32.5％）いる。 
 新しく捉え直した数の集合の定義に基

づいて、様々な数の中から自然数や整数

を判断する活動を取り入れることが大切

である。 

Ａ問題 Ｂ問題 



＜関数＞                    ＜資料の活用＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
 
 
 
 
 
  
 
 
 
＜関数＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中学校：数学Ｂ 

  

県：36.7％ 全国：43.0％ 差：－6.3 
一次関数のグラフから、 の変域に対応する y の変

域を求めることができるかどうかをみる。 

県：60.3％ 全国：66.0％ 差：－5.7 
同じ試行を繰り返し行う場面において、「同様に確か

らしい」ことの意味や、前の試行が次の試行に影響し
ないことを理解しているかどうかをみる。 

アと解答した生徒が 11.1%、エと解答した生徒が

17.8%いる。 
硬貨を投げる試行において、起こり得る場合に表と

裏があり、それぞれの場合が同様に確からしいことか

ら、３回目までに表と裏がどのように出ても、その出

方は４回目の表と裏の出方に影響しないことを確認す

る場面を設定することが大切である。 

 与えられた の変域の端点に対応するグラフ上の

点を求め(図 1)、それらを端点とするグラフ上の部分

がどこになるかを確認し(図 2)、さらにそのグラフの

部分を y 軸に対応させて、y の変域を読み取る(図 3)
活動を取り入れることが大切である。 

県：54.9％ 全国：59.1％ 差：－4.2 
与えられた条件を基に、表から２つの数量の変化や

対応の特徴を捉え、 の値に対応する y の値を求める
ことができるかどうかをみる。 

y=9 と解答した生徒が 15.6%いる。と y の関係を反

比例と考えたことが予想できる。 
y は の一次関数であるという条件から、表から変化

や対応の特徴を捉え、対応する値を求める活動が必要

である。また、一次関数の式 y=－6 +30 を求め、様々

な の値に対応する y の値を求める活動を取り入れる

ことが大切である。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜図形＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

(1) 県：21.8％ 全国：29.4％ 差：－7.6 
筋道を立てて考え、証明することができるかどうかをみる。 

(2) 県：32.7％ 全国：37.3％ 差：－4.6 
付加された条件の下で、新たな事柄を見いだし、説明する

ことができるかどうかをみる。 

 図 1 について「DA:DC=1:2」という条件を付加した図 2 をか
き、⊿DEC に着目して、⊿DEC がどのような三角形になるか
を考え、説明する活動を取り入れることが大切である。その際、
前提と結論を明確にし、「DA:DC=1:2 ならば、⊿DEC は DE=DC
の二等辺三角形になる。」などと表現し、それが正しいかどうか
を証明できるようにすることが必要である。さらに、他の条件
を付加した場合においても、成り立つと予想される事柄を見い
だす活動を取り入れることも大切である。 

仮定とされていないものを用いて証明している生徒が
17.3%(全国 16.1%)いる。無解答の生徒は 26.5%(全国 22.3% 

)である。 
結論から仮定、仮定から結論の両方向から考えて証明する

場面を設定することが大切である。AE=BC を導くためには
⊿AME≡⊿BMC を示せばよいことを明らかにし、⊿AME
と⊿BMC についてわかっていることを整理したり、合同を
示すために必要な関係を見いだしたりするなどして証明でき
るようにする必要がある。 

県：19.2％ 全国：20.6％ 差：－1.4 
前提となる条件が不足している場合に、加えるべ

き条件を判断し、それが適している理由を説明する
ことができるかどうかをみる。 

 (a)反比例の式y = を根拠にすること、(b)反比例

であれば x と y の積が 36 で一定であることを根拠に

すること、(c)反比例であれば の値が 2 倍になると y
の値は 1/2 倍になることを根拠にすること、のいずれ

かを記述する必要がある。 
前提となる条件が「y は に反比例する」と「y は の

一次関数である」とでは、問題の答えが異なること

を確認する場面を設定することが大切である。 



＜資料の活用＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 県：44.7％ 全国：47.6％ 差：－2.9 
資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表

現を用いて説明することができるかどうかをみる。 

県：12.6％ 全国：15.4％ 差：－2.8 
与えられた式を用いて、問題を解決する方法を数学

的に説明することができるかどうかをみる。 

 平均値が代表値としてふさわしいかどうかを資料の

分布の様子から検討し、判断する場面を設定すること

が大切である。 
24.5cm の靴を最も多く買うことは適切ではないこ

とを説明するには、「グラフの山の頂上にあたる靴のサ

イズは 24.5cm ではないので、24.5cm の靴を最も多く

買うことは適切ではない」のように、資料の分布の特

徴を捉えて説明すべき事柄とその根拠を明確にして説

明できるようにすることが必要である。その際、判断

の理由を最頻値などの代表値を用いて、簡潔に分かり

やすく説明できるようになることが大切である。 

 無解答の生徒が 43.1%である。(全国 41.5%) 
 数当てゲームの手順を正しく捉えた上で、文字を使

って手順通りに求めた数が 5 +10 になることから、

の値を当てる方法を説明する活動を取り入れること

が大切である。 
その際、5 +10 を「 の値を 5 倍して 10 をたした

数」などと読み取り、その上で、「用いるもの」を「手

順通りに求めた数 5 +10」とし、その「用い方」を

「10 をひいて 5 でわる」として、「手順通りに求めた

数から 10 をひいて 5 でわる」などと、説明できるよ

うにすることが必要である。 
さらに、手順通りに求めた数を b とおき、等式の変

形の過程に基づいて問題解決の方法を振り返る場面

を設定することも考えられる。 



３ 指導改善のポイント（全体を通して） 

（１）問題解決的な学習（数学的活動）の充実 

  ①知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等のバランスを重視し、単元もしくは小単元の中で、既習

の知識や技能、見方や考え方を活用し、数学的に問題解決する場面を設定する。 

○日常生活や社会における事象を数学的に定式化し、数学の手法によって処理し、その結果を現実に照

らして解釈する場面 
 例えば、 

   ・事象について式などを用いて数学的に表現したり、それらを用いて事柄が成り立つ理由を的確に説明

したりすること、 

   ・与えられた表から情報を適切に選択したり、グラフを事象に対応させて捉えたりして、事象を数学的

に解釈すること、 

   ・資料やグラフなどを適切に読み取り、それらを基に判断の理由を説明すること、等の授業を実施する。 

   ○数学の世界における事象を簡潔な処理しやすい形に表現し、適切な方法を選んで能率的に処理したり、

その結果を発展的に考えたりする場面 
    例えば、 
   ・前提となる条件が不足している場面で、与えられた条件を基に、数量の関係を的確に捉えたり、加え

るべき条件を判断し、それが適している理由を説明すること、 
   ・図形の証明について、筋道を立てて考えて証明することや新たに付加された条件の下で成り立つ事柄

を説明すること、等の授業を実施する。 

   「全国学力調査問題」「授業アイディア例」「言語活動の充実に関する指導事例集」等も活用する。 
 

                                    

 

 

  ②数学的な表現を用いて、根拠を明確にし、説明し伝えあう活動を重視する。 

中学校数学科が重視する数学的活動に 

      ・既習の数学を基にして数や図形の性質などを見いだし発展させる活動 

      ・日常生活や社会で数学を利用する活動 

      ・数学的な表現を用いて根拠を明らかにし筋道たてて説明し伝えあう活動 

 

（２）ねらいを達成するための言語活動の充実 

  ①「授業のねらい」「言語活動」「評価」の内容を一致させ、生徒の考えたことや表現したことが「授業の

ねらい」とつながるようにする。 

  ②全国学力・学習状況調査解説資料から、問題形式「記述式」に関する解答類型を読んで、指導の重点を

見出す。 

○予想した事柄や事実を数学的な表現を用いて説明すること（事実）、 

○問題解決の方法を数学的な表現を用いて説明すること（方法）、 

○事柄が成り立つ理由を説明すること（理由）、 等の場面を設定する。 

アイディア例の利用の目的 
この問題が解けるための訓練ではなく、この場面を使って生徒の実態にあわせアレンジを

し、夢のある授業を行っていくことがねらい。 



（３）見通しを立てたり、振り返ったりする活動の工夫 

  ①結果や解決の方法等を予想させ、課題を共有させる（やるべきことの見通しを立てる）。 

②学習したことをまとめたり整理したりする場面を設定する。 

③適応問題や評価問題に取り組ませ、理解や定着状況を確認する場面を設定する。 

 

 

（４）数学的な用語を使った表現力の育成 

  ①数学的な用語を教えるだけでなく、数学的な用語を使い説明させる場面を設定する。 

 

（５）基礎的・基本的な知識・技能の習得 

①単元指導計画にレディネステスト等を計画し、既習事項の定着状況を把握する場面を設定する。 

②授業の中で小テスト等を実施し、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る。 

③生徒の習熟の程度に応じたきめ細かい指導の充実を図る。 

 

（６）その他 

  ①指導教諭や学力向上支援教員等の優れた実践を広げる。 

  ②教科部会の充実を図る。 

  ③家庭での学習習慣を身に付ける適切な指導を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒質問紙で、「数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか（県：

42％ 全国 41.9％）」「数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか

（県：72.6％ 全国：71.5％）」の項目では、全国平均を上回っており、数学の学習の必要性を感じている

生徒の割合は全国値よりも高い。また、「記述問題で最後まで解答を書こうと努力した（県：50.8％ 全国

50.0％）」も全国平均を上回っており、県内の中学生は粘り強く調査問題に取り組んでいる。 

一方、「数学の学習が好き（県：52.2％ 全国：56.0％）」「数学の授業の内容はよく分かる（県：61.8％ 

全国：69.4％）」と解答した生徒の割合は全国平均を下回っている。また、「公式やきまりを習うとき、その

根拠を理解するようにしていますか（県：66.4％ 全国 69.8％）」や「数学の授業で問題を解くとき、もっと

簡単に解く方法がないか考えますか（県：67.9％ 全国：69％）」の項目でも全国平均を下回っている。 

生徒が数学の有用性を感じ、粘り強く取り組もうとしているのであれば、教師はそれに応える責任があ

る。公式やきまりがどのような仕組みでできているのかを協働して考えさせたり、より簡単な方法はないかと生

徒の探究心に働きかけたりして授業改善を行い、数学の楽しさや数学のよさを実感させることがより一層求

められる。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

○指導改善のポイント 
数と式 

○方程式の解の意味を、具体的な値を代入して得られた結果に着目して捉える活動の重視 
○数学的に処理された結果に基づいて、問題解決の方法を数学的に説明する活動の充実 
 

図形 
○証明の必要性と意味を、証明された命題に着目して捉える活動の重視 
○筋道を立てて証明したり、見いだしたことを数学的な表現を用いて説明したりする活動

の充実 
 

関数 
○２つの数量の関係を表・式・グラフ用いて捉え、関数関係を見いだし表現する活動の重

視 
○事象の数学的な解釈に基づいて、問題解決の方法を数学的に説明する活動の充実 
 

資料の活用 
○事象の傾向を読み取るために、資料を整理した表などから代表値を求める活動の充実 
○資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する活動の充実 

◇空間における直線と直線の位置関係の理解について、多角形の外角の和の性質の理解について、改善

の傾向が見られる。 

◆自然数の意味の理解、証明の必要性と意味の理解、資料を整理した表から最頻値を読み取ることに課

題がある。 

◆記述式問題のうち、図形の性質について筋道を立てて証明することや与えられた式を用いて問題を解

決する方法を数学的に説明することに課題がある。 

◆資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。 

H２８全国調査で明らかになったこと（全国的な特徴） 


